
１．はじめに

石仏には、その表現法により大きく分けて
陽刻と陰刻がある。陽刻は、肉彫り、半肉彫
り、薄肉彫りなどの彫り上げる厚さによって
分類されている。この陽刻に対し、線彫り
（線刻）や彫りくぼめて表現したものを陰刻
とよんでいる。また、陽刻と陰刻を併用した
ものもある。
筑波山東麓地方は、中世において五輪塔が

石造物文化の主流となる中、僅かに仏像を線
刻で表現する常総型板碑が特徴的に造立され
た。本稿では、これらを紹介し、分析すると
共に、当地域の石仏造立の系譜に迫ってみた

いと思う。

２．筑波山東麓地域の線刻石仏

２．１ かすみがうら市上佐谷地区の地蔵菩薩
かすみがうら市上佐谷地区の畑地に、変成

岩に線刻された通称「北根地蔵」がある。北
根地蔵は、高さ１００cm（現況）、幅７５cm、厚
さ８cmを計る板石に、中央上段に梵字のア
とカが上下に並ぶ。その下に地蔵あるいは僧
侶風と思われる人物の立像が描かれている。
頭部は比丘尼風となり、袈裟衣をまとってい
る。左手は左胸前に上げ、何かを持っている
ようにも思えるが表面が摩耗しているため判
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石に描かれたみほとけ
―線刻表現の石仏の分析―
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室町時代後期から戦国時代にかけての筑波山東麓地域には、常総型板碑に線刻表現をした石
仏が造立された。それらは数量が少なく、在地の文化とは言い難い。中世という時期に限定し
てみると、線刻表現の石仏は、常陸国南西部や下総国北西部地方で造立された武蔵型板碑にお
いて、鎌倉時代後期から戦国時代にかけて少なからずみられたものであった。本稿では、線刻
表現の石仏を武蔵型板碑や磨崖仏にみる山岳仏教との関係に、その造立系譜を求めてみたもの
である。
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然としない。右手は、右腰の辺りに下げてい
る。この地蔵像の下部には三行にわたり、左
から「右二此院内 末代七百 文賣寄進」と
記される。さらにこの中央部分の左右に２行
にわたる銘文が刻まれている。右側には「梵
字（ア）妙海禅尼□位 妙林 □法皈元法秀禅
尼霊」と２人の戒名、左側には「延徳貳稔三
月三日 真□法禅門 梵字（ア）性□禅門
□位 性金」と石塔造立年号と共に２人の戒
名が記されている。
この石造物が立てられている所は、上佐谷

地区の真言宗古刹の医王山瓦場寺円明院の東
側約２００mの位置にある。『新編常陸国誌』に
よると円明院は、府中宮部不動院末、つまり
石岡市宮部の明王山虚空蔵寺不動院の末寺で
あったことが分かる。不動院は、明応二年
（１４９３）に山城国宇治郡醍醐三宝院の二十六
世範祐の弟弘範が中興に当ったことから、三

宝院の末寺となったという。この際に三宝院
から贈られたとされる宝塔鈴（茨城県指定文
化財）が伝わっている。この不動院に円明院
が末寺として組み込まれた背景には、やはり
醍醐寺三宝院系の系列に円明院があったこと
からであろう。醍醐寺三宝院の系統は中世に
おいて関東地方に著しく教線を拡大したこと
で知られる（内山１９８６）。常陸国南部は、特
に三宝院の系統にある西大寺流真言律宗の東
国布教に当たった良観房忍性の活動拠点と
なったことから、戒律弘布の退潮の結果とし
て残存した真言密教的要素が、影響下にあっ
た寺院を中心に真言密教の道場化を進めるこ
とになり、醍醐寺座主実勝（１２４１～１２９１）を
祖とする実勝方の真言宗を受け入れるきっか
けとなっていったのである。実勝の孫弟子に
当たる乗海は、小田氏支配下の寺院に中興開
山伝承が多い。さらに円明院の北側約１km
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図１ 茨城県南部の線刻表現の石仏分布図（茨城県自然博物館 地質概略図 １９９８に加筆）

１．阿弥陀三尊板碑（小美玉市） ２． 阿弥陀如来板碑（石岡市）
３．地蔵菩薩板碑（かすみがうら市） ４．大日如来板碑（かすみがうら市）
５．十一面観音菩薩板碑（かすみがうら市） ６．阿弥陀如来板碑（桜川市）
７．阿弥陀如来像（つくば市） ８．阿弥陀如来板碑（下妻市）
９．阿弥陀如来板碑（坂東市） １０．阿弥陀三尊板碑（常総市）



にあった志筑山惣持院願成寺の中興伝承も乗
海であり、縁起には「醍醐山に中将法印乗海
といえる智行兼備の名徳あり。故有て東国に
下り、当山に住して灌頂の密壇を開きける
に、負笈の者争い来りて密灌をかけ、中にも
寿仁、吽日の両師其脈を得て数多の廃寺を修
し、所々の伽藍を創む。当国の密経此時を盛
んとす。」と記されている。このような環境
の中で、円明院も三宝院系統の寺院として中
世の時期に祈願寺として存在していたものと
考えられる。
この円明院のすぐ近くに、この北根地蔵が

造立されたのである。銘文の延徳２年という
年号から西暦１４９０年に建てられたことが、そ
して二此院に７００文寄進？、さらには４人の
戒名と共に２人の僧侶名が記され供養されて
いることが分かる。右側の戒名は「・・・禅
尼」、左側の戒名は「・・・禅門」とみえる
こから男女２名づつ記しているといえる。こ
れらの人物の関係はいかなるものであろう
か。造立月日も、意味深げな３月３日とみえ
上巳の節句である。また、この頃から戦国の
世が本格化し始めることもこの石仏造立に関
係するであろう。

２．２ かすみがうら市上佐谷地区の十一面
観音菩薩像

かすみがうら市上佐谷の個人墓地内に変成
岩に十一面観音像を線刻した石造物がある。
この石造物は、高さ８２cm、幅４５cm、厚さ５
cmの板石に、中央に十一面観音菩薩坐像、
その下及び左右に銘文が刻まれている。十一
面観音菩薩坐像は、左手に蓮華を挿した澡
瓶、右手は垂下して掌を外に向け、大指と頭
指を捻じる。頭部周辺には一重円輪を配す
る。簡略化された蓮台に座する形で、足首な
どは明確に表現されていない。銘文は向かっ
て右に「為田上□□□・・・・・・婦□
□・・・」、十一面観音菩薩坐像の下に「永
代観音□□ □□真中□□ 弥三郎」、左に

「明應五年丙辰二月吉日 本願弥八」と刻ま
れている。
この石造物は、筑波山系の浅間山麓の個人

墓地内に立てられており、前述の地蔵菩薩の
石造物の造立場所より北西約５００mのところ
にある。しかも地蔵菩薩石造物の造立年の６
年後に立てられたもので造立される場所も含
め、両石造物の関連が想定される。
上佐谷地区は、中世の時期はほぼ大掾氏領

に属していた。佐竹氏は、大掾氏領を攻略す
るとその領地は主に家臣の南義種に預けた。
その後、文禄５年（１５９６）に実施された太閤
検地では大掾氏領の「府中城」及び周辺の
村々は６２４６石の「城領」とされ、この中に上
佐谷村も含まれていた。上佐谷村は『文禄五
年御蔵江納帳』には、「高三百八十石六升、
此内四十石四升荒 定物成 四十三貫文 此
内廿五貫弐百文 かかり 同上さや」とあ
り、慶長７年の『常陸国新治郡内ノ内上佐谷
村御縄打田之水帳』の延享２年（１７４５）の写
しをみれば田畑９０町９反、７４０石余の村高で
ある。上佐谷村の農民階層は上層農民の比率
が高く小農自立の不徹底な村と解されている
（吉田 １９８３）。その中で非農民的名称者をみ
ると武士の系譜を引くものに次、宗教関係者
と思われる人物名が見られる。おそらく、先
の地蔵菩薩石造物やこの十一面観音菩薩は、
こうした武士や宗教者が関与する中で造立さ
れたものであろう。水帳にみられる武士層の
人物も戦乱ともなれば、大掾氏と共に戦地へ
赴いたものと考えられる。こうした戦乱で戦
死した人物の供養目的で地蔵菩薩石仏、十一
面観音石仏を造立したのではなかろうか。

２．３ かすみがうら市横堀地区の大日如来像
かすみがうら市横堀集落の一角に大日様と

よばれる場所がある。大日様のお堂には仏像
と共に高さ１m、幅３５cm、厚さ５cmの変成
岩に大日如来坐像が刻まれている石仏が安置
されている。表面には、上部に「大日 如
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来、図像（胎蔵界大日如来坐像・蓮台・台座）、
元弘二二 二十八」、元弘年銘の右側に「慶
安二年巳丑」、左側に「九月十五日」、その下
に敬白と記される。この中で、図像の台座と
元弘年銘は重なってみられ、図像・銘文のバ
ランスから明らかに台座が追刻と考えられ
る。蓮台に坐する大日如来像と台座の間には
不自然な空白部分があることから、慶安二年
の段階で台座と慶安年銘が追刻されたものと
考えられ、この板碑は当初大日如来坐像と元
弘年銘のみが刻まれたものと考えられる。仏
像と年号を上下直線的に刻む構成は、武蔵型
板碑などで良くみられるものである。
横堀地区の東側は、中根川と飯田川が合流

するところとなり、ここの台地上には中根長
者屋敷跡とよばれる城館跡がある。中根長者
屋敷跡には、現在も土塁と堀の一部が残存し
ているが、以前はこれらが方形に巡っていた
ようである。中根長者は、戦国武将佐竹氏に
軍用金の徴用を申しつけられたのを拒絶した
ため滅ぼされたという、長者ぶりを示す伝承
をもっている。この中根長者屋敷跡は、北・
南・東側が中根川と飯田川の自然要害となる
が、西側が連続する台地となり、防御が弱
い。横堀地区は丁度中根川と飯田川が近づく
ところとなり、ここに台地を分断する堀を築
くことで、防御を高めることができるのであ
る。その横堀の名にふさわしい台地を刻む堀
跡と思われる場所が、ここには存在してい
る。この横堀を含めた中根長者屋敷跡がいつ
の時代まで遡るか不明であるが、この元弘４
年（１３３４）造立の大日如来像が、その事情を
知り得ていると思われる。

２．４ 小美玉市竹原地区の阿弥陀三尊像
小美玉市竹原の希望ヶ丘公園の一角に、変

成岩に線刻された通称「掃部衛門碑」がある。
掃部衛門碑は、高さ９２cm、幅７８cmを測る板
石に、中央に阿弥陀如来立像、その右下に観
音菩薩立像、左下に勢至菩薩立像のいわゆる

阿弥陀三尊来迎図を刻んでいる。阿弥陀如来
は、脇侍の観音・勢至菩薩より一際大きく描
かれ、光背に放射光（三十本）で頭部周辺は
二重円輪を配する。飛雲に蓮台を二つ乗せ、
その蓮台に両足を乗せている。印相は、上品
下相を結び、左上から右下の俗界に向かう姿
となっている。阿弥陀像右下の観音菩薩は、
両手に蓮台を持ち、円光背を備える。阿弥陀
像左下の勢至菩薩は、両手合掌の姿で観音菩
薩同様に円光背を備えている。観音・勢至菩
薩共に飛雲に二つの蓮台を乗せ、両足で蓮台
を踏む構図となっている。この三尊像の両側
には銘文が刻まれている。右側には５行みら
れ「奉読誦法花妙典□□部供養之所 現世安
穏後生善処為七世父母也 栗原掃部衛門西阿
弥陀仏 妙意禅定尼 妙心禅定尼」と刻まれ
る。左側には１行みられ「永禄四年辛酉卯月
廿九日敬白」と記されている。
この掃部衛門碑は、元は現在地よりも南の

台地突端部に立てられており、その場所は
「掃部衛門山」と呼ばれていた。この場所の
南東部には、竹原城跡がある。竹原城は、園
部川左岸に張り出す台地を水堀によって分断
し構築している。その規模は、外郭で東西約
２８２m、南 北約２４６mと想定され、広大な城郭
といえる。『常陸名家譜』によると竹原城の
築城は、永禄２年（１５５９）に常陸大掾平貞国
が府中城の支城として築き、弟の義国を城主
として竹原性を名乗らせたことに始まるとい
う。この竹原四郎義国は、兄の貞国の命に従
い、天文６年（１５３７）の田余（小美玉市玉里
地区）の取手山に砦を築いて小河城（小美玉
市小川地区）の城主園部宮内大輔の進攻に備
えたりして活躍している。竹原城に居城した
のも、北からの江戸・佐竹軍に備えるための
前線基地を固める目的であったが、幾多の合
戦の後、天正１８年（１５９０）に佐竹軍の総攻撃
で竹原城は落城している。この竹原城を守る
竹原四郎義国の配下に竹原四天王と呼ばれる
武将がおり、その中に掃部衛門碑の主である
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栗原掃部衛門がいた。この栗原氏について
は、竹原四天王という以外の伝承資料はな
い。掃部衛門碑が立てられたのは、竹原城が
築城されてから僅か２年後のことであった
が、この頃は常陸国内で内戦が多発する時期
であり、特に永禄年間からは佐竹氏の常陸国
南部の侵攻が続いた時であった。つまり、佐
竹氏と共に被官化した江戸氏の南下侵攻は、
大掾氏領北部を守る竹原氏軍にとって、限り
ない脅威となったものと考えられる。そうし
た事象が栗原氏の法華経読誦供養そして石仏
造立へとなっていったといえるのではなかろ
うか。

２．５ 石岡市谷向地区の阿弥陀如来像
石岡市谷向地区の八幡神社には、変成岩に

線刻された通称「弘法の墨かけ石」がある。
弘法の墨かけ石は、高さ７２cm（下部埋没）、
幅６１cm、厚さ１１cmを測る板石に、中央上部
に円の中に刻まれた梵字（キリーク・サ・サ
ク）が並列し、その下のやや左寄りに阿弥陀
来迎図と右寄りに華瓶一つを配する。阿弥陀
如来は一尊像で、光背に放射光（八本）で頭
部周辺は二重円輪を配する。飛雲に蓮台を一
つ乗せ、その蓮台に両足を乗せている。印相
は、上品下相を結び、左上から右下の俗界に
向かう姿となっている。全体的にみて小美玉
市竹原地区の阿弥陀像よりは簡略化してい
る。阿弥陀像の左側には銘文らしきものが確
認できるが、摩耗のため判読できない。
弘法の墨かけ石は、別称「光明石」との伝

説がある。この伝説は、「谷向地区の百姓が
馬を曳いて村上地区へ向かう途中に、小さな
溝に架けられた石橋にさしかかった。その石
橋を渡ろうとしたところ馬が躓いて負傷して
しまったという。百姓は驚いて馬の傍へ走り
寄り、ふと石橋の方を見ると橋の石から眩い
御光が発して目がくらんでしまった。恐る恐
る近寄ってみると、その橋の石には阿弥陀様
が彫られており、そこから御光が放たれてい

たことが分かった。その後、里人と謀って八
幡宮に納めたということである」。ある場所
にあった阿弥陀如来石造物が丁度よい板石で
あったことから水路の石橋として使用されて
いたことを伝説は示しており、八幡宮に当初
からあったものではないことを示している。
弘法の墨かけ石が立てられた谷向地区は、

石岡市の北部に位置する。地区内の勢至堂境
内には室町時代末期の五輪塔（空風水輪の
み）が所在することから、この頃はすでに五
輪塔を供養塔として造立できる人物が谷向地
区には存在したことが分かる。さらに寛永２
年（１６２５）の『常陸国新治郡府中御縄打水帳』
に「谷むかい」と記載があり、土地が開墾さ
れていた様子を伝え、さらに勢至堂には元録
１１年（１６９８）に谷向村人２０人以上で結集供養
した十六日念仏塔が造立されるなど、江戸時
代初期には村として存在したことを裏付けて
いる。弘法の墨かけ石は、先の伝説によると
谷向から村上へ向かう途中に旧在したとい
え、石橋に使用されていたことを考慮すると
さらに別な場所からの移動が想定される。し
かし、谷向地区の八幡神社へ安置されること
を考慮すると、谷向地区内にあったものとい
えるのではなかろうか。さらに弘法の墨かけ
石は、中世の制作と考えられるものであるの
で、中世にはこのような浄土信仰を行い、石
造物を造立できる有力者が谷向地区に存在し
たということを裏付けできる資料といえる。

３．線刻されたみほとけについて

３．１ 線刻技法について
石造物の彫刻技法には、先に示したように

大きくみて陽刻と陰刻があり、陰刻の代表的
なものとして線刻（線彫り）が挙げられる。
線刻の石造物は、宝亀９年（７７８）の紀年銘が
認められたという宇智川磨崖仏（奈良県五條
市）の線刻観音立像、池から生じた蓮華をか
たどった台座に宝相華唐草を絡ませた優美な
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作例の笠置山虚空蔵磨崖仏（京都府笠置町）
が、古い部類の平安中期の造立と考えられて
いる。また京都市今宮神社の四面仏石は水成
岩の四面に薬師・弥勒・阿弥陀・釈迦の顕教
四仏の坐像を線刻するもので、阿弥陀如来の
面の左方に天治２年（１１２５）の紀年銘が刻ま
れている。さらに鎌倉時代の作例として、奈
良県三郷町の惣持寺本堂跡に建てられた一針
薬師石仏があり、慶派仏師の快慶の下絵を彫
出したものと考えられている。
線刻石仏は、比較的に磨崖仏に多く認めら

れるものである。その多くが平安期のもので
あり山岳信仰に基づき彫出されたものと考え
られる。磨崖仏は断崖絶壁などの危険な場所
に彫出されるため、比較的容易に表現できる
線刻という技術が好まれたのであろう。
それでは筑波山麓の線刻を施した常総型

板碑は、どのような系譜で描かれたのであ
ろうか。常陸国南部の線刻石仏で最も古い
ものは、つくば市古来の弥陀三尊図像板
碑である。この板碑は、高さ２．５m、幅０．５～
０．５８m、厚さ６．５～７．５cmの緑泥片岩製であ
る。上部には蓮台を逆にしたような形の天蓋
を設け、線刻の瓔珞が五条垂れ下がってい
る。その下に、親指と第二指を捻じた来迎印
を結ぶ阿弥陀立像が、正面向きに蓮台の上に
彫り出されている。その下方両側に向かい
合って、右側に両手で蓮台を持つ観音菩薩、
左側に合掌する勢至菩薩が、同様に蓮台の上
に立っている。三尊とも面や手足の部分はご
く浅く平らに彫り残して、目鼻などは線刻
し、衣文や蓮弁は縁を残して内側を薬研彫り
風に彫り下げるなど、多様な手法で作られて
いる。阿弥陀如来からは三条づつの放射光が
四方に放たれ、三尊像の下部に五行にわたる
流暢な行書体の銘文がある。「右志者慈父聖
霊当 一十三年忌辰奉造立 文永玖年壬／申
二月八日孝子／四人敬白 八尺青石率都婆一
本 往生極楽為法界成仏也」阿弥陀像などが
線刻以外にも平坦な薄肉彫りで彫出されてい

る点を考えれば、純粋な線刻石造物とはいえ
ないが、こうした平坦な浮き彫り技術と線刻
技術を併用する例は比較的多く認められてい
る。
下妻市坂井の大日堂に安置される阿弥陀一

尊図像板碑は、高さ約１m、幅３９．５cm、厚
さ８cmを測る緑泥片岩製の板碑である。中
央には、三重の円光背を持ち、右手を胸前に
上げ左手を膝のあたりに降ろした来迎印をと
る阿弥陀如来が蓮台の上に正面を向いて立
つ。円光背からは十一本（２条づつ）の放射
光が放たれている。像は薄い陽刻と線刻で表
現され、衣文などは輪郭を残してその内側を
彫り下げてあらわされる。蓮台は蓮弁の周囲
を残して薬研彫りしている。蓮台の下には、
三行に陰刻された紀年銘が認められる。「口
妙尼 十二月一日 観応三□」とみえ観応３
年（１３５２）の造立であることが分かる。
水海道市高野町の共同墓地には、弥陀三尊

来迎板碑がある。高さ８４．５cm、幅３５．５cm、
厚さ２～３．５センチの緑泥片岩製の武蔵型板
碑である。上部を欠損しているが、中央に阿
弥陀如来が窺え、肩から上を失うが、残存す
る部分から右下方を向いて来迎印を結び、飛
雲･蓮台の上に立つ姿が分かる。その下方に
同じように右下方を向いて来迎する、勢至菩
薩（左側）、観音菩薩（右側）の脇侍二菩薩を
ともに線刻で表現している。二菩薩共に線刻
の円光背を持つ。三尊像の下部に「延徳五
年 十月廿三日」の紀年銘を刻み、その間に
「七郎三郎」「弘尊」等が刻まれるが、大部分
が摩耗のため不明僚である。
坂東市幸田の地蔵堂墓地に阿弥陀三尊来迎

図を緑泥片岩に線刻で描いた板碑がある。高
さ０．９m、幅約０．３３m、厚 さ２．５～３．５cmを計
る、通称「辻念仏板碑」と呼ばれている石仏
である。上部に天蓋を設け、瓔珞が五条（３
本づつ）長く垂れ下がっている。その下に阿
弥陀如来立像があり、円光背からは１６本の放
射状の光が放たれている。阿弥陀像の右側に
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は観音菩薩、左側には勢至菩薩が配され三尊
形式をとっている。両脇侍の下部中央には
「辻念仏供養 （花瓶線刻）」、その両側に「さ
この三郎」「ひこ七」ほかの俗名と「妙祐」
などの法名１６名の交名と「天文三年二月吉
日」の紀年銘が刻まれている。この板碑につ
いては、彼岸念仏・天道念仏のような春分の
農耕儀礼を背景とした念仏の可能性が指摘さ
れている。その他、坂東市には鵠戸地蔵堂の
天文６年（１５３７）阿弥陀三尊板碑（緑泥片
岩）、藤田共同墓地の天文２年（１５３３）阿弥陀
三尊板碑（緑泥片岩）、西念寺の天文７年
（１５３８）阿弥陀三尊板碑（緑泥片岩）などの線
刻石仏がある。
桜川市椎尾地区寺山の大日塚には、寛永期

の造立と伝えられる金剛界大日如来石造物が
祀られおり、岩屋の両側を支える板碑に、中
世のものと考えられる線刻の阿弥陀如来像が
ある。この石造物は変成岩に描かれ、阿弥陀
如来像は、三重の円光背、三条１本の放射光
が１２本放たれ、蓮台にのっている。衣文・印
相そして蓮台の細かな表現は摩耗のため不明
である。この阿弥陀如来像の下部には、７０名
に及ぶ庶民男女の交名が刻まれている。中世
後期に盛んになる念仏集団の様子を伝えるも
のと考えられる。
このように常陸国南部の線刻技術によって

描かれている石造物をみてみると、緑泥片岩
で製作されたものが多くみられ、武蔵型板碑
の系譜上にあるものと考えられる。それらに
は、ある特定の人物層の供養と集団で講を組
み祈願するものと２通りに分かれる。石塔造
立が地域上層部の人物層に限られていたもの
が、広く普及していく様相が窺え、次第に結
集に代表されるまとまりをもつ信仰形態が確
立し、石造物を造立する動きになっていく様
子が読み取れるのである。まさに１５世紀後半
から１７世紀初頭にかけての戦乱の世の不安に
安堵を求める人間の精神文化の遺物といえる
であろう。

３．２ 線刻された像容について
筑波山東麓地域の線刻石仏をみると、地蔵

菩薩、十一面観音、阿弥陀如来、大日如来が
描かれたことが分かる。前述した石造物に
は、描かれる像容や戒名が刻まれる点、法華
経供養の点など、極楽浄土への願い、つまり
は死後の安泰を祈る石造物と考えられる。戦
乱が頻繁に起こる中世の時代には、日常化し
た祈りの姿であったといえる。
当地方の地蔵信仰は、京の僧が常陸国に至

り、地蔵丸と呼ぶ童子が地蔵の化身だと知っ
て驚く説話が『今昔物語集』にみられたり、
無住の『沙石集』にも筑波山麓の入道が自ら
地蔵菩薩像を彫って信仰する姿がみられるよ
うに平安時代後期（十二世紀）頃から常陸国
内において広く信仰されていた様子が窺え
る。石造物としては、常陸西部を中心にみら
れる武蔵型板碑の種子や正應二年（１２８９）に
造立されたつくば市の三村山清涼院極楽寺の
参道に立つ通称「湯地蔵」や天文六年（１５３７）
銘のつくば市谷田部に所在する自然石型の地
蔵尊、さらには天文十七年（１５４８）銘のかす
みがうら市南根本阿弥陀院跡に立つ箱形地蔵
は、「熊野参詣供養一結集」とみられること
から熊野信仰に基づく地蔵菩薩への祈りと捉
えることができる貴重な資料もある。筆者
は、このかすみがうら市の箱形地蔵の造立背
景には、天文十五年（１５４６）にあった「河越
の夜戦」による死者供養を想定したことがあ
る（千葉 ２００３）。箱型地蔵が立てられた南
根本地区の武将中田雅楽助は「河越の夜戦」
に参戦しており、当然のことながら支配下に
ある農民も参戦したことであろう。箱型地蔵
は、そうした戦乱の世の不安を拭い去る目的
も含めて地区農民が結集し造立された石造物
と考えられる。
当地方の阿弥陀信仰は、天台系浄土思想の

中で醸成され、平安期以降みられたもので
あった。さらに末法思想や善光寺式阿弥陀三
尊像の導入や真宗の影響など浄土思想を根付

千葉隆司：石に描かれたみほとけ

―１５５―



かせるには、事欠かない状況がいつの時代も
存在していたことが分かる。しかも南北朝や
戦国の動乱期には来世への祈りは日常的なも
のとなり、そこに阿弥陀信仰が動かざる重要
な位置をしめていたものとなっていったので
ある。観音信仰についても同様で、阿弥陀三
尊の他にも捕陀落浄土の教え、特に熊野信仰
とともにその観音浄土信仰は中世を代表する
ものとして大いに信仰されていったのであ
る。さらには戦国時代後半から起こる天道念
仏は、大日信仰へと結びつき、引き継がれて
いった。紹介した大日如来を刻んだ石仏も、
そうした動きが分かる貴重な資料といえよ
う。
このように地蔵・阿弥陀・観音・大日を石

仏本尊として選択する理由には、すべて来世
への不安を解消するための祈りが背景にあ
り、宗教環境の差異により選択する仏像に違
いが生じたものと考えられるのである。

４．おわりに

筑波山東麓地方の線刻を施した常総型板碑
を紹介してみたが、線刻するという技術形態
は山岳信仰の中で、そして普及する系譜とし
ては武蔵型板碑文化の影響と考えられるので
はなかろうか。常陸国でも他国と同様に、或
いはそれ以上に様々な宗教者による様々な宗
教環境がいつの時代にも普及する状況にあっ
た。そうした錯綜する宗教環境を、地域の
人々が地域の状況に合わせ取捨選択していっ
たのである。そこには、領主との関係、他地
域との政治的関係などがあったが、祈願目的
としては来世の祈りであり、それが地蔵・阿
弥陀・観音・大日如来への祈りであった。
筑波山東麓地方の特に地域の中流領主層に

は、こうした文化を積極的に取り入れる人物
がいたのであり、一時期ではあったが線刻石
仏へ祈りを捧げたものと考えられる。その表
現は上手なものいとは言い難く、像容も一様
ではないため、地域石工が在地中流領主の依
頼により描いた産物といえよう。しかし、こ
の中に込められた祈りは切実なものであり、
そのことを現代人は読み取らなくてはならな
い。こうして、中世人と対話ができ当時の社
会に理解を深めることができるのである。
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小美玉市 阿弥陀三尊像 石岡市 阿弥陀如来像

かすみがうら市
十一面観音菩薩像

かすみがうら市
地蔵菩薩像

かすみがうら市
大日如来像



筑波学院大学紀要４ ２００９

―１５８―

桜川市 阿弥陀如来像

つくば市
阿弥陀如来像

下妻市
阿弥陀如来像

坂東市 阿弥陀如来像

常総市
阿弥陀三尊像


